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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ジ
ャ
パ
ン
　
番
外
編

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
２
８
２
Ｍ

【
作
者
名
】

　
み
づ
き
海
斗

【
あ
ら
す
じ
】

　
連
載
中
の
『
ジ
ャ
パ
ン
』
の
番
外
編
で
す
。
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（
前
書
き
）

『
ジ
ャ
パ
ン
』
番
外
編
で
す
。
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異
国
伝

　
そ
の
女
性
は
も
う
何
日
も
歩
き
続
け
て
い
た
。

　
森
の
中
を
、
背
後
か
ら
襲
っ
て
く
る
兵
を
避
け
な
が
ら
小
さ
な
赤
子
を
抱
い

て
。

　
「
奥
州
平
泉
へ
殿
と
逃
げ
な
さ
れ
、
こ
の
関
は
我
ら
が
守
る
。
」

　
常
陸
坊
　
海
尊
が
武
蔵
坊
　
弁
慶
と
源
　
義
経
、
静
御
前
に
そ
う
告
げ
た
の

が
つ
い
先
刻
の
様
に
思
わ
れ
る
。

　
「
出
来
る
か
、
海
尊
。
」

　
弁
慶
が
尋
ね
る
と
、
海
尊
は
、
「
我
ら
は
魔
族
。
た
か
が
こ
れ
し
き
の
こ
と

何
の
苦
も
な
い
わ
。
『
獣
王
』
を
頼
む
。
」

と
の

　
「
相
判
っ
た
。
」

　
そ
し
て
弁
慶
は
２
人
を
返
り
見
て
、
「
我
ら
が
守
っ
て
み
せ
よ
う
ぞ
、

義
経
殿
。
静
御
前
、
殿
の
子
は
絶
対
に
守
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
－
－
－
い
ず
れ
『
獣

族
』
と

『
魔
族
』
と
『
人
』
と
を
繋
ぐ
架
け
橋
と
な
る
で
あ
ろ
う
御
子
で
あ
る
か
ら
な
。

」　
弁
慶
の
言
葉
に
従
い
、
２
人
は
藤
原
氏
が
気
付
い
た
奥
州
の
都
　
平
泉
へ
と

向
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
こ
に
は
既
に
義
経
の
兄
　
源
　
頼
朝
の
放
っ
た
兵
が
待
ち
構
え

て
い
た
。

　
「
弁
慶
。
」

　
端
正
な
顔
立
ち
の
義
経
が
、
意
を
決
し
た
か
の
様
に
、

　
「
私
は
兄
に
逆
ら
う
気
な
ど
少
し
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
兄
　
頼
朝
は
私

の
中
に
流
れ
る
『
獣
族
』
の
血
を
恐
れ
て
い
る
。
」

　
「
御
意
。
」
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「
そ
し
て
、
お
前
た
ち
『
魔
族
』
の
者
も
。
」

　
紅
の
武
者
姿
の
義
経
は
武
僧
侶
姿
の
弁
慶
に
、
「
私
は
－
－
－
こ
の
国
を
『

魔
族
』
も
『
獣
族
』
も
『
人
』
も
争
う
事
な
い
国
に
し
た
か
っ
た
。
た
だ
そ
れ

だ
け
で
兄
に
忠
義
を
尽
く
し
て
き
た
が
、
そ
れ
も
も
う
い
か
ぬ
ら
し
い
。
で
き

た
ら
、
せ
め
て
こ
の
子
だ
け
で
も
・
・
・
　
・
・
・
」

　
と
、
長
い
黒
髪
に
旅
姿
の
女
性
　
静
御
前
へ
と
言
っ
た
。

　
「
静
。
」

　
義
経
は
静
の
胸
に
抱
か
れ
た
幼
い
我
が
子
を
見
つ
め
、
「
こ
の
子
を
頼
む
。

私
の
代
わ
り
に
守
っ
て
欲
し
い
。
」

　
「
そ
ん
な
、
義
経
様
・
・
・
　
・
・
・
！
」

　
静
御
前
は
激
し
く
首
を
振
っ
た
。
「
残
す
な
ど
と
お
っ
し
ゃ
ら
な
い
で
！
こ

の
子
は
弁
慶
に
任
せ
ま
す
。
私
は
最
後
ま
で
あ
な
た
様
と
！
」

　
「
そ
れ
は
出
来
ぬ
よ
。
」

　
弁
慶
は
微
笑
し
、
静
か
に
言
っ
た
。
「
我
ら
は
『
魔
族
』
。
こ
の
国
で
も
ま

だ
『
魔
族
』
と
『
獣
族
』
と
は
相
容
れ
ぬ
－
－
－
幼
き
時
は
そ
う
で
も
、
い
つ

か
は
『
獣
族
』
の
血
を
引
く
こ
の
子
が
『
魔
族
』
の
中
で
『
目
覚
め
た
ら
』
ど

う
な
さ
る
？
こ
の
子
は
殿
の
－
－
－
『
獣
王
』
と
し
て
の
血
を
受
け
継
い
で
い

る
。
」

　
「
弁
慶
・
・
・
　
・
・
・
」

　
「
こ
の
子
に
は
『
人
』
の
持
つ
暖
か
き
心
を
持
っ
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」

　
義
経
は
微
笑
ん
だ
。
「
そ
れ
が
出
来
る
の
は
お
前
し
か
い
な
い
の
だ
よ
、
静
。

」　
「
そ
の
通
り
じ
ゃ
、
義
経
殿
。
」

　
弁
慶
は
笑
い
、
「
さ
て
、
我
ら
の
『
潮
時
』
が
来
た
よ
う
だ
。
」

　
遠
く
か
ら
活
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

　
源
　
頼
朝
軍
で
あ
っ
た
。

　
「
静
。
後
は
任
せ
た
ぞ
。
」

　
義
経
は
微
笑
ん
で
、
彼
女
に
背
を
向
け
た
。
「
大
陸
は
ど
う
だ
ろ
う
な
、
弁

慶
。
」

　
「
こ
の
国
同
様
、
ま
だ
『
魔
族
』
と
『
獣
族
』
が
入
り
乱
れ
て
い
る
と
聞
き
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ま
す
る
。
」

　
弁
慶
は
先
を
行
く
義
経
の
後
を
ゆ
っ
く
り
と
追
い
、
寄
り
添
っ
た
。

　
「
一
度
、
見
て
み
た
か
っ
た
の
、
義
経
殿
。
」

　
「
い
つ
か
、
ま
た
見
れ
る
さ
、
弁
慶
。
」

　
こ
れ
か
ら
起
こ
る
事
な
ど
、
微
塵
も
感
じ
さ
せ
な
い
和
や
か
な
談
笑
。

　
「
義
経
様
・
・
・
　
・
・
・
！
弁
慶
っ
！
」

　
静
は
叫
ん
だ
。

　
「
逃
げ
な
さ
れ
、
静
殿
。
殿
の
為
に
。
」

　
「
楽
し
か
っ
た
ぞ
、
静
。
」

　
森
の
向
こ
う
に
は
、
既
に
兵
が
控
え
て
い
る
。

　
そ
れ
を
承
知
で
２
人
は
歩
い
て
い
く
。

　
そ
の
姿
が
見
え
な
く
な
る
寸
前
、
義
経
が
一
度
だ
け
彼
女
に
振
り
返
っ
た
。

　
「
生
き
延
び
よ
、
静
！
」

　　
だ
か
ら
。

　
彼
女
は
赤
子
を
抱
き
、
何
日
も
森
の
中
を
兵
を
避
け
て
逃
げ
廻
っ
た
。

　
こ
の
『
獣
族
』
と
『
人
』
と
を
繋
ぐ
唯
一
の
夢
を
守
る
た
め
に
。

　
「
あ
・
・
・
　
・
・
・
」

　
静
は
足
を
木
の
根
に
と
ら
れ
た
。

　
胸
に
抱
く
我
が
子
を
か
ば
い
な
が
ら
、
木
に
手
を
や
る
。

　
水
も
も
う
何
日
も
飲
ん
で
い
な
い
。

　
北
斗
七
星
と
月
の
傾
き
だ
け
が
、
彼
女
に
『
時
間
』
を
教
え
て
い
た
。

　
「
も
う
、
だ
め
・
・
・
　
・
・
・
」

　
静
は
そ
の
木
の
根
元
に
腰
を
降
ろ
し
た
。

　
彼
女
は
『
人
間
』
、
『
魔
族
』
や
『
獣
族
』
ほ
ど
強
く
な
い
。

　
そ
し
て
。

　
自
ら
の
命
の
限
界
も
感
じ
て
い
た
。

　
天
空
を
見
上
げ
る
と
、
無
数
の
星
が
瞬
い
て
い
た
。

　
遠
く
か
ら
は
、
ま
だ
人
声
と
松
明
の
灯
り
が
点
々
と
続
い
て
い
る
。

　
「
・
・
・
　
・
・
・
」
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静
は
懐
か
ら
短
刀
を
取
り
出
し
た
。

　
そ
の
白
い
布
を
解
き
、
銀
色
の
刃
を
満
月
の
光
に
照
ら
す
。

　
「
こ
の
子
を
」

　
静
は
、
『
闇
』
に
向
か
っ
て
言
っ
た
。
「
こ
の
子
を
頼
み
ま
す
。
」

　
す
る
と
、
何
処
か
ら
か
、

　
「
私
で
い
い
の
な
ら
。
」

　
よ
く
澄
ん
だ
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。

　
そ
れ
を
確
か
め
、
静
は
微
笑
し
た
。

　
彼
女
は
愛
お
し
そ
う
に
地
に
横
た
え
、
無
邪
気
な
寝
顔
を
見
せ
る
我
が
子
を

見
つ
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
ッ
・
・
・
　
・
・
・

　
首
筋
に
短
刀
を
突
き
刺
し
た
。

　
途
端
、
赤
子
が
泣
き
だ
し
た
。

　
追
っ
手
を
そ
の
場
に
呼
び
寄
せ
る
程
の
大
き
な
声
で
。

　
何
処
か
ら
現
れ
た
の
か
、
そ
の
長
い
黒
髪
の
青
年
は
赤
子
の
元
に
舞
い
降
り
、

死
し
た
彼
女
の
手
の
上
か
ら
幼
子
を
抱
き
あ
げ
た
。

　
「
契
約
完
了
。
」

　
紅
の
瞳
で
青
年
は
そ
う
彼
女
に
告
げ
た
。

　
腕
の
中
で
、
ふ
い
に
、
赤
子
が
泣
き
や
ん
だ
。

　
そ
の
碧
色
の
丸
い
目
で
じ
っ
と
、
青
年
の
顔
を
見
つ
め
て
い
る
。

　
「
『
義
経
』
と
呼
ぼ
う
。
」

　
紅
の
瞳
の
青
年
は
異
国
の
服
を
身
に
纏
い
そ
う
言
っ
た
。
「
旅
に
出
る
ぞ
、

義
経
－
－
－
大
陸
だ
。
お
前
の
父
と
我
が
一
族
弁
慶
が
憧
れ
て
い
た
。
」

　
そ
し
て
。

　
物
語
は
始
ま
る
－
－
－
遥
か
遠
き
異
国
の
地
を
目
指
し
て
。
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（
後
書
き
）

あ
ー
、
『
夜
叉
　
２
』
の
原
稿
が
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
（
泣
）
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

ジャパン　番外編
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